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中国東北部の寒冷地帯における稲作拡大の要因解析 

 第１報 冷害を軽減する技術開発の歴史 
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１．はじめに 
寒冷地の稲作地帯において、農業気象災害の中で最も甚大な被害をもたらす災害は「冷害」であり、

江戸時代には東北地方で冷夏により三大飢饉（宝暦年間（1753～57 年）、天明年間（1782～87 年）、

天保年間（1833～1839 年））が発生し、冷害による凶作により多くの人命が失われてきた。近代では、

戦前期の 1930～1934 年にかけての昭和東北大凶作、戦後期では 1980・1981 年、近年では 1991 年

に平成の大凶作が発生している 1）。中国東北部（旧満洲）の黒龍江省では、1980 年後半から水稲の作

付面積が急増し、中国でも高品質の粳米を生産する地帯として注目されている。ここでは、寒冷地に

おける稲作拡大の要因を、農業試験研究の歴史的過程から検討した。 

２．戦前の満洲・関東州（中国東北部）における農業試験研究と水稲冷害研究 

1905 年、日露戦争に勝利した日本は、ロシアから遼東半島（関東州）の租借権の譲渡を受け、翌年

には関東都督府を設置した。また、ロシアが管理する東清鉄道の長春以南の営業権の譲渡を受け、南

満州鉄道株式会社（満鉄）を設立した。満鉄は、鉄道の運行に留まらず、沿線の鉄道附属地の権利も

得て行政権を付与されて、炭鉱開発、製鉄業、港湾業務、農林牧畜に加えて、ホテル、図書館、学校

などのライフライン整備も行った。表 1 には、満洲における農業試験研究機関の開設・廃止と概要を

示した。1909 年に南満の熊岳城に鉄道沿線の防風用に植栽する苗木を育成する苗圃が開設され、1913
年には公主嶺に産業試験場が創設され熊岳城は分場となった。1918 年には農事試験場と改称され、各

種の試験研究を実施するための試作場や試験地などが整備された（図 1）2-3）。この時点では、試験研

究は、大豆、高粱、玉蜀黍、小麦の 4 大農作物が主で、水稲は安価な台湾米（蓬莱米）の内地への大

量移入による内地米の価格下落により農家が困窮する影響が見られたことから、小規模な試験研究に

止まっており、南満では日本種の「亀ノ尾」、「早生大野」、改良種の「大原」、「萬年」、中北満では「札

幌赤毛」など、朝鮮在来種の「京租」・「大邱租」（乾稲）、「紅毛子」（水稲）なども作付けされていた。 
水稲に関する試験研究は、1928 年に南満の熊岳城分場で小島清重郎技師により非公式に人工交配試

験が行われ、1934 年からは満洲中北部向けの「興国」、「興亜」、「弥栄」、「国主」などの耐肥性、耐病

性、耐冷性を備えた改良種が育成され、奨励品種となり北満における作付けが拡大した 2-5）。 
1932 年に傀儡国家の満洲国が建国され、国立の農事試験場が北満の克山、哈爾浜、佳木斯などに設

置された。1937 年に日中戦争が勃発すると、内地への食料供給地としての位置付けが明確になり、満

洲国での水稲生産を本格的に拡大させるために、試験研究が積極的に進められるようになった。1938
年には満鉄の農事試験場が満洲国に移譲され、1941 年には公主嶺を本場とする満洲国立農事試験場が

誕生し 2）、克山、哈爾浜、佳木斯の分場では水稲の品種育成が実施された 4-5）。この結果、南満では陸

羽 132 号（秋田県農事試験場陸羽支場において、「陸羽 20 号」と「亀ノ尾」の交配により育成）、北

満では「北海」（「札幌赤毛」を改称）の日本種、さらに改良種が作付され、1942 年には水稲の生産高

は小麦の生産高（844 千 t）に匹敵する 808 千 t にまで急速に拡大した 2-5）。 
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